
  

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

令和３年２月 

第４１５号 

 

  １２／２７瑞浪駅前のイベント 

  木全靖陛さんによるペイントパフォーマンス 

  大杉復興祈願 『龍神図』 を 

寄贈していただきました。 

 

  

オハツキイチョウの看板、三戸憲和：作 

おもな内容 

・二十歳を迎えて         ‥p2~3 

・大湫のミライ総合プロジェクト ‥p4 

・安心して暮らせる国づくり   ‥p5          

・未来につなぐ私のふるさと 

 ３学期頑張りたいこと    ‥p6~7 

・丸森だより         ‥p8 

 

 

・お知らせ 



  
 

 
二
十
歳
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

寺
倉 

亜
佑 

私
も
無
事
二
十
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
今

ま
で
、
両
親
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
迎
え
ら
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
達
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
制
限
が
か
か
り
、

な
か
な
か
友
達
と
集
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

難
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
り
今
ま
で
当
た
り
前
で

あ
っ
た
こ
と
の
貴
重
さ
に
気
付
き
、
日
常
を
大

切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
今
、
看
護
師
に
な
る
た
め
に
看
護
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。 

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
、

看
護
に
お
け
る
知
識
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
人
の
助
け
に
な
る
、
か
つ
、
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
勉
学
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
関
り
を
大
切
に
し
、
支

え
て
く
だ
さ
る
人
に
感
謝
を
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

二
十
歳
を
迎
え
て 

 
 
 

 
 

 
 

大
山 

由
菜 

二
十
歳
に
な
り
大
人
の
第
一
歩
を
迎
え
た

の
で
、
責
任
を
持
ち
周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。 

そ
し
て
、
残
り
一
年
間
の
学
校
生
活
を
頑
張

り
卒
業
し
て
、
社
会
人
と
な
っ
て
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
十
年
間
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
両
親
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。 

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
二
十
年
間
大
切
に

育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二
十
歳
を
迎
え
て 

 
 
 

 
 

 

O 

・ 

M 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
、
大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
て
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

私
が
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
両
親
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
全

て
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。 

私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
し
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
成
人
と
し

て
の
責
任
、
自
覚
を
持
っ
て
行
動
が
出
来
る
よ

う
に
、
心
が
け
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

現
在
、
私
は
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

看
護
師
に
な
る
た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
勉

強
は
大
変
で
す
が
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
努
力
を
し
、
自
分
が
理
想
と
す
る
看
護
師

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

瑞浪市総合文化センターで、１０日新成人が振袖やスーツの晴れ着姿で、瑞浪市新成

人ランウェイが行われました。約１００人が参加。 

式典はインターネットで配信されました。 

大山 由菜さん 寺倉 亜佑さん  

ああ a 

大湫から、４名が成人を迎えられました。 

おめでとうございます。今年は,コロナ禍で、成人された方達の集合写

真を撮ることが出来ませんでした。 





未
来
に
つ
な
ぐ
私
の
ふ
る
さ
と 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

五
年 

宮
地 

輝
來 

 

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
大
湫
町
と
い
う

中
山
道
が
通
っ
て
い
る
宿
場
町
で
す
。
昔
の
人

が
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
と
通
う
歴
史
の
あ
る

町
で
す
。
春
に
は
桜
の
花
が
咲
き
、
秋
に
は
紅

葉
が
赤
く
そ
ま
り
、
と
て
も
自
然
が
豊
か
な

町
で
す
。 

 

普
段
は
静
か
な
大
湫
に
も
、
今
年
の
夏
、
だ

れ
も
が
お
ど
ろ
く
、
す
ご
い
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
大
湫
の
宿
場
の
シ
ン
ボ
ル
の
大
杉
が

倒
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
、
こ
の
大
杉

か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
人
を
千

三
百
年
も
の
長
い
間
見
守
り
続
け
て
き
た
す

ご
い
木
で
し
た
。 

 

ぼ
く
は
、
大
杉
の
皮
む
き
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
杉
の
切
り
口
に
は
、
い
っ
ぱ
い
年
輪
が
あ
り
、

数
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

お
じ
さ
ん
が
、
大
杉
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
杉
の
木
に
は
フ
ク
ロ
ウ
が

住
ん
で
い
た
り
、
雷
が
落
ち
た
り
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
話
を
聞
い
て
と
て
も
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
大
杉
も
、
大
雨
で
た
お
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
大
湫
の
大
人
の
人
た
ち
は
、
形
を

変
え
て
大
杉
を
残
そ
う
と
か
ん
が
え
て
い
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
大
杉
の

こ
と
を
忘
れ
ず
に
引
き
つ
い
で
い
く
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い

で
活
気
の
あ
る
町
、
大
湫
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

   

３
学
期
頑
張
り
た
い
こ
と 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
年 

T 

・ 

R 

私
は
、
三
学
期
頑
張
り
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
、
六
年
生
を
送
る
会
で
す
。

六
年
生
を
送
る
会
で
リ
ー
ダ
に
な
る
か
ら
、

一
～
四
年
を
ま
と
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
準
備
し
た
り
し
ま
す
。 

 

五
年
生
に
な
る
と
、
六
年
生
を
送
る
会
を

考
え
た
り
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
な
ん

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
二
つ
目
は
授
業
参

観
で
す
。
授
業
参
観
は
、
い
つ
も
、
学
習
や
何

か
を
作
っ
た
り
す
る
と
、
後
ろ
に
親
が
い
て
、

学
習
中
に
目
が
合
う
と
、
な
ぜ
か
、
き
ん
ち
ょ

う
し
て
、
分
か
っ
て
い
て
も
手
を
上
げ
ず
に
、

別
の
人
が
あ
た
っ
て
し
ま
う
か
ら
授
業
参
観

の
時
は
、
手
を
上
げ
て
発
表
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
、
小
さ
な
声
に
な
っ
て
し



ま
う
の
で
、
大
き
な
声
で
や
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
三
学
期
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
六
年
生
な

の
で
今
の
う
ち
に
最
高
学
年
に
な
る
心
が
ま

え
を
つ
く
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

（
残
念
な
が
ら
、
三
学
期
の
授
業
参
観
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
） 

 

 

広報２月号表紙  大杉復興祈願『龍神図』 木全靖陛(きまたやすのり)：作  

 

昨年末、12月 27日。瑞浪駅前でイベント『樹齢千三百年大杉復興祈念 mizunami アスク

リ 2020 映えルミネーション』が開催されました。駅前商店街、本町商店街、メイトの主催で

した。 

盛りだくさんの企画の中に、イルミネーションで再現された大湫神明神社大杉がひときわ目

を引きました。 

まさに瑞浪市民にとっての貴重な文化遺産に対するレクイエムでした。 

同時に「虎渓山慈雲峰徳林院襖絵」「多治見市役所駅北庁舎陶壁」など、龍の大作を手

掛けた画家 木全靖陛（きまた やすのり）氏による『龍神』のペイントパフォーマンスが行わ

れました。 

これも、大湫神明大杉の復興再生を祈念する作品でした。 

駅前イベント主催者及び木全氏の御厚意により、2 月 2 日節分まで、この『龍神図』を丸森

に展示します。その後、大湫公民館に展示予定です。 

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
て
絵
画
展
示 

 
 
 

 

釜
戸
小
学
校 

三
年
生 

 
 

み
や
け 

の
あ 

さ
ん 

 
 
 

 
 

 

「未
来
の
絵
～
お
花
の
へ
や
」 

 
 
 

こ
う
け
つ 

り
ゅ
う
た
ろ
う 

さ
ん 

 
 
 

 
 

「未
来
の
絵
～
う
ち
ゅ
う
が
わ
た
し
の
お
う
ち
」 

 
 
 

 



安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
づ
く
り 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
野 

長
三
郎 

 

「
医
」「
食
」「
住
」
に
力
を
入
れ
る
政
治
を

期
待
す
る
年
明
け
で
あ
る
。 

 

旧
年
中
は
目
に
見
え
な
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
戦
っ
た
日
々
で
し
た
が
。
世
界
各
国
が
国

の
命
運
を
か
け
て
防
戦
に
取
り
組
ん
だ
。
人
口

の
過
密
な
地
域
に
発
病
が
多
く
見
ら
れ
、
我
が

国
で
も
首
都
の
東
京
を
始
め
人
口
の
多
い
過

密
都
市
感
染
す
る
人
が
多
い 

人
口
の
過
疎
と
過
密
の
現
象
は
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
様
な
感
染
率
の
高
い
伝
染
病
の
場
合
患

者
が
続
出
す
る
。
戦
争

末
期
、
東
京
や
各
地
の

主
要
都
市
は
焼
け
野
原

に
な
っ
た
。
過
密
都
市

は
人
工
が
ふ
え
る
に
つ

れ
て
商
の
町
と
し
て
発

展
す
る
く
ら
い
で
あ
り
弊
害
も
多
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
東
京
は
政
治
と
商
業
に
よ
っ

て
人
口
密
度
の
高
い
都
市
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

主
要
産
業
の
本
社
は
殆
ど
東
京
に
集
ま
っ
て

お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
だ
ろ
う
。 

 

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、
高
層
ビ
ル
が
林
立

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
会
場
づ
く

り
に
多
額
の
費
用
を
使
っ
て
更
な
る
発
展
を

望
ん
で
い
る
が
、
過
密
都
市
に
自
然
災
害
が
発

生
し
た
ら
大
災
害
に
つ
な
が
る
と
警
笛
を
鳴

ら
す
学
者
も
い
る
が
、
目
先
の
文
明
開
化
を
捨

て
て
逃
げ
出
す
人
は
な
い
。 

今
迄
は
、
有
識
者
や
国
会
で
「
首
都
移
転
」
を

協
議
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
利
害
関
係
が
伴

っ
て
先
送
り
さ
れ
て
き
た
。 

 

移
転
の
候
補
地
に
岐
阜
県
の
東
濃
地
方
が

有
力
の
場
所
に
上
げ
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
が
、

残
念
だ
っ
た
。
全
て
の
官
庁
を
移
転
す
る
と
し

た
ら
膨
大
な
資
金
が
必
要
だ
が
分
散
す
れ
ば

可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

田
中
角
栄
さ
ん
が
健
在
だ
っ
た
ら
と
言
う

人
も
あ
っ
た
。
東
京
が
あ
ま
り
に
も
膨
張
し
過

ぎ
て
い
た
の
が
現
実
で
、
今
な
ら
交
通
機
関
も

発
達
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
会

議
や
、
商
談
が
テ
レ
ビ
電
話
で
で
き
る
時
代
に

な
っ
た
。 

 

近
い
将
来
リ
ニ
ア
の
開
通
で
、
東
京
、
名
古

屋
間
が
四
十
分
で
行
け
る
時
が
来
る
。 

 

市
当
局
に
は
大
湫
宿
の
整
備
に
つ
い
て
、
格

別
の
配
慮
を
頂
い
て
い
る
が
、
高
齢
化
時
代
、

若
者
の
参
入
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
国
の
地

方
創
世
計
画
を
受
け
大
湫
を
第
二
の
故
郷
と

し
て
仲
間
入
り
す
る
若
者
の
参
入
を
期
待
し

て
い
る
。 

 

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
様
な
町
づ

く
り
を
し
た
い
も
の
だ
。 

 



コロナ禍の非常事態宣言の中、飲食

は無く、人も少なく、少し寂しいどん

ど焼きとなりました。 

 
各地区のどんど焼き 

１／１１神田区どんど焼き 

１／１０足又区 どんど焼き 

 

 

こ 



晴れて、思っていたよりたくさんの方

が参加。 

どんど焼きのおきを持ち帰る人もあり

ました。 

 

１／１７西・北区どんど焼き 

 

 

 

注連縄もどんど焼きに。 

 

入賞おめでとう 

食器デザイン展  

入賞 １年 秋山 千歩 

年賀状展 
日時 ： １月２８日（木）～ 

２月２５日（木） 

場所 ： 大湫公民館ロビー 



 

サスガ‼先生、

手つきがいいで

す。 

 

１２／２７公民館講座「蕎麦打ち体験」 講師は小栗和茂さんです。 

そば粉８：小麦粉２ 

二八蕎麦を作ります。 

粉を混ぜ、よく練ります。 

厚さを均等に、麺棒を使い

伸ばしていきます。 

伸ばしたものを、四つ折

りにして、同じ太さに切っ

ていきます。 

粉をまぶし出来上がりで

す。 

 

コロナ禍で、試食は出来ませんでした。 

次の日、「蕎麦すごく美味しかった」と、大好評で

した。麺の打ちたて、ゆでたてが最高においしい

そうです。来年も出来るといいですね。 

 

みなみちゃん、

小さな手で頑張

っているね。 

真剣！！ 

さまになっていま

すよ。 

 



 

                         令和 3 年 1 月 25 日現在 

 

 

１月丸森の企画   

●『丸森の餅花 on 大杉の台座・標柱【大杉再生募金寄付】』 （無くなり次第終了） 

大湫宿インスタグラムキャンペーン＃大湫にいこまいか 【12 月 15 日～2 月 25 日】  ●

●天野裕夫、大杉巨大モニュメント素案模型 『エスキース～兎塔(うとう)』展示。(～2/2) 

●大湫神明大杉復興祈願『龍神図』 木全 靖陛(きまた やすのり)作の展示。（～2/2） 

●神明神社氏子総代作製 『大杉之御笏(おおすぎのおんしゃく)』展示。（～2/2） 

 

１月の状況 

～4 日  年末年始休館 ＊

＊ ５日 丸森仕事はじめ。 

＊ ７日 首都圏にコロナ緊急事態宣言発出。  

＊ ９日 岐阜県が独自の非常事態宣言を発出。 

＊10 日 瑞浪市成人式。足又区どんど。 

＊11 日 神田区どんど。 

＊12 日 愛知・岐阜県にコロナ緊急事態宣言発出。 

木全氏来宿。丸森に大湫神明大杉復興祈願『龍神図』搬入展示。 

＊16 日 「東美濃ガイドウォーキングコンテンツ企画造成 

    ワークショップ＆ガイド研修【第２回】 恵那市民会館」 出席 

＊17 日 西・北区どんど。 

＊23 日 神明・白山氏子総代作製『大杉之御笏(おおすぎのおんしゃく)』搬入展示。 

 

丸森訪問者 

 

 

 

 

 

 

 

（個人・団体等） 

 ＊11 月下旬から顕著になったコロナ感染拡大第 3波。年末年始は不要不急の外出の自粛

コロナ緊急事態宣言が 、１２日に至って愛が求められました。１月７日に 首都圏に発出され

知・岐阜県にも拡大されました。それに伴って県をまたぐ移動の自粛がさらに強く求められ、

昨冬以上の低温と積雪もあり、大湫宿を訪れるお客様も激減してしまいました。 

 ＊年末年始の恒例のイベントや行事も多くは縮小、延期、中止となり淋しいお正月でした。 

 

２月の企画・予定                                                  

大湫宿インスタグラムキャンペーン ＃大湫にいこまいか【12/15～2/25】●  

●ひな祭りフェア（元禄びな、享保びな、土びな、吊るしびな等の展示） 【2/3～4/3】 

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

69 0 62 6 137  0 

前年同月比 43％ 

R2,4 月～ 3845 人 

オープンから 34963 人 

１月の丸森だより 



皆さん、たくさん利用

ください。 

大湫公民館・大湫コミ（大湫町コミュニティ推進協議会）からの  

お知らせ 

 リ・アップ “ひよも” だより 

３月までの活動はお休みします。 

 

おしゃべりサロン『こぶし』(100 円コーヒー) 

当分の間お休みさせて頂きます 

 

大湫宿お休み処 

３月まではお休みさせていただきます。 

 ご招待券あります ２枚 

アンドリュウ・ワイエスと 

丸沼芸術の森コレクション展 

期間:令和３年１月５日～令和３年３月１４日 

場所：岐阜県現代陶芸美術館 
 

オススメ!! 大湫分室の本 

『今日の料理ビギナーズ』  NHK 出版：刊 

 初心者でも簡単につくれる料理が満載の雑誌。TV でおな

じみの、はつ江おばあちゃんのレシピです。頑張りすぎな

いおかずとごちそうでほっと一息。おうち時間をお楽しみ

ください。 

 青色回転灯防犯パトロール 

 ２月のパトロール 

コロナ禍に伴い、２月の防犯パトロールは中止とします。 

＊当番の方はパスとします。 

 デマンド交通 

利用者（大湫～日吉東部ルート） 

１２月 ： ２６ 便 延べ ４４名 

＊集まろう会、２月・３月はお休みします。 

 

 



 

 

 

＊ びん   ・プラスチック栓は取り除いてから、出して下さい。 

       ・蓋は全て取り除いてから、出して下さい。 

       ・中は綺麗にすすいで出して下さい。 

       ・化粧品のビンは、不燃ごみに出して下さい。 

              ・びんの分け方 

         ＊茶色のびん 

         ＊無色透明のびん 

         ＊その他の色のびん・・青、緑、黒色など 

         ＊リターナブルびん・・一升びん（茶、緑のみ） 

                    ビールびん 

 

＊ 缶     ・中味は必ず出し、綺麗に水洗いをしてから出しましょう。 

        ・食品以外が入っていた缶は、不燃ごみに出して下さい。 

 

＊ペットボトル・蓋は必ず取り除いてから、出して下さい。 

       ・ペットボトルに取手が付いているもの（ウォーターサー

バー用等）は可燃ごみに出して下さい。 

 

＊ トレー   ・色や模様が付いているトレーは、可燃ごみに出して下さい。 

          ・カップラーメン、カップ焼きそば等の容器は、可燃ごみ

に出して下さい 

          ・発砲スチロールは、可燃ゴミに出して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

当番の人が困っておられます。 

上に書いてある事が、毎月毎月 繰り返し守られて

いません。 

決められた、資源ごみの出し方でお願いします。 



分かりやすく書いてあります。 

ゴミの出し方に迷ったら、すぐに開

いて見て下さい。 

なくしてしまった方、大湫公民館の

ロビー棚にありますので、お持ちく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

公民館の回収ボックスで、捨てることのできるもの 

・ ４０センチ X １６センチの入口に入る小型家電は、大湫公民館内のボックスに

入れて下さい。 

・ スプレー缶は中身を出し切ってから、穴を開けなくてもいいので出して下さい。 

 

子供たちに、大人

気。 

ケロポンズが瑞浪

にやってくるよ！ 



区
長
日
記 

  

年
明
け
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
岐
阜
県
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
、
１
月
の
一
ヶ
月
間
が
凍
結
い
た
し
ま
し
た
。
親
し

い
先
輩
の
訃
報
も
相
次
ぎ
、
寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
。 

人
の
三
蜜
を
避
け
る
と
い
う
特
殊
な
環
境
の
中
で
執
行
さ
れ
た

県
知
事
選
も
終
了
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
市
内
で
最
高
の

投
票
率
が
示
す
と
お
り
、
深
い
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

大
湫
町
は
小
さ
い
な
が
ら
も
市
・
県
・
国
へ
と
繋
が
る
資
源
も
多

く
、
今
後
と
も
行
政
と
連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
政
治
に
も
、

変
わ
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

令
和
３
年
度
は
、
い
よ
い
よ
神
明
大
杉
の
復
興
元
年
と
な
り
ま
す
。

大
杉
の
文
化
財
と
し
て
の
永
久
保
存
や
、
大
湫
町
の
魅
力
づ
く
り
と

し
て
の
大
杉
作
品
群
の
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
幾
つ
か
の
取
り

組
み
を
積
み
重
ね
、
前
へ
進
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
人
口
対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
の
総
合
振
興
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
や
自
然
と
い
っ
た
地
域
の
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
身
近
な
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
居
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
施
策
を
実
践
し
、
永
続
性
の
あ
る
「
ふ

る
さ
と
大
湫
」
を
造
り
上
げ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1
月
５
日 

総
合
計
画
策
定
検
討
会
議 

 
 

６
日 

瑞
浪
市
中
山
道
保
存
活
用
計
画
策
定
懇
談
会 

 
 

７
日 

神
明
神
社
復
興
打
合
せ
会
議 

８
日 

区
長
会
・
幹
事
会 

10
日 

足
又
区
ど
ん
ど
焼
き 

11
日 

神
田
区
ど
ん
ど
焼
き 

13
日 

宿
保
全
委
員
会 

15
日 

瑞
浪
市
長
申
し
入
れ
行
動 

17
日 

西
北
区
ど
ん
ど
焼
き 

22
日 

兎
塔
計
画
検
討
会 

24
日 

県
知
事
選
挙 

28
日 
瑞
浪
市
自
治
連
合
会 
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令和３年 ２月１日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp 

 

 
 
 

編
集
後
記 

   

今
の
世
の
中
、
ケ
ー
タ
イ
や
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ

等
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
自
分

が
興
味
を
も
ち
、
知
り
た
い
と
思
っ
た
情
報
を
す
ぐ

に
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
の
膨
大
な
情
報

量
中
で
、
自
分
の
道
を
探
し
選
ん
で
行
く
こ
と
は
、

楽
し
く
も
あ
り
、
大
変
な
こ
と
で
す
。
こ
の
度
成
人

さ
れ
た
方
達
は
、
本
当
に
し
っ
か
り
自
分
の
道
を
選

ん
で
い
て
、
感
謝
の
心
を
持
ち
、
す
ば
ら
し
と
思
い

ま
す
。 

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
も
、
今
の
世
に
成
人
を
迎
え
る
歳
な
ら
、
ま
た

違
う
人
生
を
送
っ
て
い
た
の
か
な
？
と
、
羨
ま
し
く

も
あ
り
ま
す
。 
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二
八
二
七
二
六
二
五
二
四
二
三
二
二
二
一
二
〇
一
九
一
八
一
七
一
六
一
五
一
四
一
三
一
二
一
一

十 九八七六 五 四三 二 一 日

日 土 金木水 火 月日 土 金木 水 火 月日土 金 木 水 火月日土 金 木水 火 月 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

子
供
会
送
迎
会

 

 

 

 

 

 

 

天

皇

誕

生

日

公
民
館
・
丸
森
運
営
会
議

大
杉
再
生
検
討
会
議

転
入
対
策
委
員
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

 
 
 
 
 
 
 
 
建
国
記
念
日

岐
阜
県
地
域
学
校
協
働

 
 
 
活
動
フ
ォ
ー

ラ
ム

館
長
会
議

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節

分

財
産
区
全
員
会
議

予
　
　
　
定

令
和
三
年
二
月
行
事
予
定

不燃ごみ：２/２(火) ：資源ごみ：２/１７(水)


